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「夜籠もり」の習俗にみる秋田県金澤八幡宮の「掛唄」の性格（大谷）

一　

は
じ
め
に

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
の
一
般
展
示
室
の
「
日
本
と
ア
ジ
ア
の
歌
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
現
代
の
東
ア
ジ
ア
に
残
る
歌
文
化
を
ビ
デ
オ
と
パ
ネ
ル
に
お
い
て

紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
に
残
る
歌
掛
け
の
習
俗
か
ら
、
古
代
日

本
で
行
わ
れ
て
い
た
歌
垣
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
展

示
で
あ
る
。
筆
者
は
、
当
該
コ
ー
ナ
ー
の
ビ
デ
オ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
秋
田
県

の
金か

ね
ざ
わ澤
八
幡
宮
の
「
掛
唄
」
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
を
、『
万
葉
古
代
学
研
究

年
報
』
第
十
七
号
に
お
い
て
発
表
し
た（

１
）

。
こ
の
報
告
は
、
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄

大
会
の
古
記
録
で
あ
る
「
宵
祭
掛
唄
大
会
記
録
」
に
基
づ
き
、
昭
和
十
年
代
の

掛
唄
大
会
に
つ
い
て
、
自
由
唄
・
掛
唄
番
組
・
順
位
・
審
査
方
法
・
掛
け
合
い

の
方
法
な
ど
の
項
目
か
ら
、
過
去
の
掛
唄
大
会
の
お
お
よ
そ
の
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
報
告
を
行
っ
た
意
図

「
夜
籠
も
り
」
の
習
俗
に
み
る

秋
田
県
金
澤
八
幡
宮
の
「
掛
唄
」
の
性
格

―
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
・
一
般
展
示
室

「
日
本
と
ア
ジ
ア
の
歌
」
に
お
け
る
基
礎
調
査
Ⅱ
―

 

大
谷　

歩

は
、
当
館
の
展
示
内
容
に
関

連
す
る
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
に
新

た
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
学
術
的
に
も
貴
重
な

歌
文
化
の
記
録
に
も
資
す
る

も
の
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
今
年
度
は
改
め

て
現
地
に
赴
き
調
査
を
行
っ

た
。
本
論
は
、
今
年
度
の
二
度
の
現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
考
察
を
加
え

た
調
査
報
告
で
あ
る
。

金
澤
八
幡
宮（

２
）

は
、
秋
田
県
横
手
市
金
沢
字
安
本
館
の
山
頂
に
位
置
す
る
社
で

あ
り
、
こ
の
社
の
あ
る
丘
陵
は
、
後
三
年
の
役
の
戦
場
と
な
っ
た
金
沢
柵
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
金
澤
八
幡
宮
の
由
来
は
、菅
江
真
澄（
一
七
五
四
～
一
八
二
九
年
）

の
『
月
の
出
羽
道
』
に
よ
る
と
、
後
三
年
の
役
で
清
原
武
衡
・
家
衡
に
勝
利
し

た
源
義
家
が
、
国
家
鎮
護
の
た
め
に
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
こ
と
が
創
建

の
由
来
で
あ
る
と
い
う
。『
月
の
出
羽
道
』
巻
十
九
「
杜
の
真
榊
の
ま
き　

下
」

の
該
当
記
事
の
一
部
を
引
用
す
る
。

出
羽
国
山
北
の
金
澤
山
に
座
る
八
幡
の
御
神
は
、
そ
の
い
に
し
へ
陸
奥
国

守
源
義
家
朝
臣
、
武
衡
、
家
衡
を
む
け
た
ひ
ら
げ
給
ひ
て
後
、
な
ほ
国
鎮

護
の
た
め
と
て
、
恐

か
し
こ
くも
、
ひ
ろ
は
た
の
い
や
は
た
の
神
を
い
つ
ぎ
ま
つ
れ
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り
。
そ
は
、
ま
く
さ
刈
る
鎌
倉
山
の
お
ほ
み
神
也
。
其
由
来
は
、
相
摹
国

鶴
岡
者
、
後
冷
泉
院
時
源
頼
義
奉
勅
伐
安
倍
貞
任
、
康
平
六
年
八
月
勧
請

石
清
水
、
建
宮
於
相
模
国
由
比
郷
、
永
保
元
年
源
義
家
修
理
之
〔
今
号
曰

下
若
宮
〕治
承
四
年
十
月
源
頼
朝
遷
之
於
小
林
郷
之
北
山
と
い
へ
り
。
ま
た
、

石
清
水
の
い
や
は
た
の
宮
と
ま
を
し
奉
る
は
、
清
和
天
皇
貞
観
元
年
、
大

安
寺
沙
門
行
教
奏
聞
之
、
自
豊
前
宇
佐
移
之
於
山
城
国
男
山
鴿
峯
、
所
謂

八
幡
大
菩
薩
即
応
神
天
皇
是
也
。〔
行
教
者
武
内
宿
禰
之
苗
裔
也
。〕
と
ぞ
見
え

た
る（

３
）

。

ま
た
、
同
じ
く
『
月
の
出
羽
道
』
巻
十
九
の
「
羽
陽
金
澤
山
八
幡
神
社
記
」

に
よ
る
と
、
本
尊
は
「
神
殿
安

置
於
阿
彌
陀
之
佛
像
〔
金
像
長

可
三
寸
〕
也
、
是
乃
被
納
義
家

将
軍
之
守
護
本
尊
也
云
々（

４
）
」
で

あ
る
と
い
い
、
現
在
の
祭
神
は
、

「
息
長
帯
姫
命
・
誉
田
別
尊
・

玉
依
比
売
命
の
ほ
か
、
明
治
四

十
年
（
一
九
〇
七
）
以
降
に
合

祀
さ
れ
た
諸
社
の
祭
神
六
柱
で

あ
る（

５
）

」
と
い
う
。
現
在
で
は
、

毎
年
九
月
十
四
日
の
宵
宮
祭
の

夜
か
ら
、
例
大
祭
当
日
で
あ
る

十
五
日
の
明
け
方
に
か
け
て
、
境
内
で
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
大
会
が
行
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
行
事
は
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
金
澤
八
幡
宮
に
お
け
る
掛
唄
の
記
録
は
『
月

の
出
羽
道
』
に
は
み
え
ず
、
現
在
に
続
く
掛
唄
の
発
生
は
明
治
以
降
で
あ
ろ
う

と
推
測
さ
れ
て
い
る（

６
）

。
し
か
し
、『
月
の
出
羽
道
』
の
仙
北
郡
編
は
、
文
政
九

年
五
月
よ
り
同
十
二
年
九
月
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
て
お
り（

７
）

、
金
澤
八
幡
宮
に
関

す
る
江
戸
時
代
の
記
録
と
し
て
は
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
菅
江

真
澄
の
秋
田
県
内
の
紀
行
文
で
あ
る
『
小
野
の
ふ
る
さ
と
』
に
は
、
野
遊
び
に

お
い
て
歌
に
興
じ
る
人
々
の
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄

に
直
接
的
な
関
わ
り
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
秋
田
地
域
に
お
け
る
歌
遊
び
の

一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
も
存
し
て
い
る（

８
）

。

現
在
の
掛
唄
の
発
生
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
記
事
と
し
て
は
、『
月
の
出

羽
道
』
巻
十
九
の
「
金
澤
山
四
箇
村
ノ
総
鎮
守
八
幡
太
神
宮
年
中
行
事
式
並
末

社
恒
例
之
神
事
社
式
」
の
八
月
十
四
日
の
項
に
「
齋
夜
也
」
と
あ
り
、
九
月
十

四
日
の
項
に
は
「
御
扉
閉
、
献
神
酒
神
供
神
式
如
恒
例
。
村
民
氏
子
参
詣
、
村

民
み
な
齋い

こ
も
り籠
あ
る
也
」
と
の
記
録
が
み
え
て
お
り（

９
）

、
九
月
十
四
日
あ
る
い
は
そ

の
前
月
の
祭
礼
日
に
「
夜
籠
も
り
」
の
習
俗
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
保
存
会
第
二
代
会
長
の
伊
藤
金
之
助
氏
は
、
金
澤
八
幡

宮
の
掛
唄
の
発
生
に
つ
い
て
、
仙
北
地
方
の
「
社
ご
も
り
」
の
風
習
と
の
関
連

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

金
沢
八
幡
宮
の
場
合
は
、
こ
の
「
社
ご
も
り
」
が
何
時
の
頃
か
ら
か
、
結
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婚
前
の
娘
が
宵
宮
の
折
り
に
「
お
籠
り
」
す
る
と
、
良
縁
が
得
ら
れ
る
と

信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
若
い
娘
が
一
人
で
は
心
許
な
い
の

で
、
親
族
や
知
人
が
同
行
し
、
お
籠
り
が
終
る
の
を
待
ち
な
が
ら
酒
な
ど

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
唄
に
興
じ
た
の
が
金
沢
八
幡
宮
の
掛
唄

の
始
ま
り
で
、
自
然
発
生
と
見
ら
れ
る（

（1
（

。

　

伊
藤
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
の
発
生
に
「
社
こ
も
り
」、

「
夜
籠
も
り
」
の
習
俗
が
関
係
す
る
と
い
う
の
が
現
在
の
通
説
と
な
っ
て
お
り
、

『
月
の
出
羽
道
』
の
「
齋
夜
」「
齋
籠
」
の
記
述
と
の
関
連
性
が
示
唆
さ
れ
る
（
詳

細
は
後
述
）。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
が
た
と
え
明
治
以
降
に

発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
夜
に
社
に
籠
も
る
と
い
う
江
戸
時
代
以

来
の
習
俗
が
掛
唄
の
発
生
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
文
化
現
象
の
存
在
は
見
過

ご
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
人
間
が
〈
歌
を
掛
け
あ
う
〉
と
い
う
文
化
を
獲
得
す

る
道
筋
を
考
察
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
論
で
は
、

「
夜
籠
も
り
」
と
い
う
習
俗
と
掛
唄
と
の
関
係
を
考
察
し
、
さ
ら
に
、
現
在
の

掛
唄
大
会
が
宵
宮
祭
の
日
に
行
わ
れ
、
か
つ
宵
宮
祭
の
神
事
で
掛
唄
を
奉
納
す

る
と
い
う
行
事
の
あ
る
こ
と
な
ど
に
注
目
し
、
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
の
性
格
に

つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

二　
「
仙
北
荷
方
節
」
に
つ
い
て

現
在
行
わ
れ
て
い
る
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
大
会
は
、「
仙せ

ん
ぼ
く北
荷に

か
た
ぶ
し

方
節
」（
以
下「
荷

方
節
」
と
す
る
）
と
い
う
七
七
七
五
調
の
曲
に
あ
わ
せ
て
、
歌
い
手
同
士
が
即
興

で
歌
詞
を
作
っ
て
歌
を
掛
け
合
う
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
臼
田
甚
五
郎
氏
が
昭

和
四
十
三
年
八
月
に
伊
藤
金
之
助
氏
に
聞
き
取
り
を
し
た
内
容
に
よ
る
と
、
以

前
は
「
生
保
内
節
」
や
「
荷
方
節
」
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
明
治
年
間
に
神
社

の
前
で
掛
唄
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
か
ら
「
荷
方
節
」
一
本
に
ま
と
め

ら
れ
た
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
北
嶋
泰
治
氏
は
「
荷
方
節
」
と
掛
唄

に
つ
い
て
、

相
手
の
作
っ
た
言
葉
に
対
し
、
ま
た
相
手
の
唄
う
節
に
合
わ
せ
て
、
掛
合

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
末
か
ら
、
大
正
初
期
に
か
け
て
の
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
を
ハ
ッ
キ
リ
今
日
の
「
金
沢
山
八
幡
神
社
の
掛
唄
は
荷
方
節

に
限
る
」
と
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
、
即
ち
神
社
全
改
築
の

後
で
あ
る（

（1
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
社
の
全
改
築
が
行
わ
れ
た
の
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年

の
こ
と
で
あ
り
、
福
田
久
四
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
改
築
を
記
念
し
て
昭
和
二

（
一
九
二
七
）
年
九
月
の
例
祭
の
際
に
、
金
沢
町
荒
町
の
中
村
源
助
氏
が
掛
唄

大
会
の
た
め
に
初
め
て
優
勝
旗
を
作
っ
た（

（1
（

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
金
澤
八
幡
宮

に
お
け
る
掛
唄
が
大
会
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期

と
、
北
嶋
氏
が
「
荷
方
節
」
に
限
定
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
時
期
と
は
お
お
む
ね

一
致
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
秋
田
県
教
育
委
員
会
の
報
告
に
よ
る
と
、

現
在
、
歌
を
掛
け
合
う
の
に
「
荷
方
節
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
曲

が
使
わ
れ
だ
し
た
の
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
な
の
か
特
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
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大
正
期
以
降
で
あ
ろ
う

こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
行

わ
れ
て
い
て
一
九
五
〇

年
代
（
昭
和
三
〇
年
前
後
）

ま
で
に
消
滅
し
た
掛
け

歌
が
行
わ
れ
て
い
た
神

社
の
祭
礼
な
ど
に
「
荷
方

節
」
が
使
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
も
お
お
よ
そ

察
し
は
つ
く（

（1
（

。（
六
五
頁
）

と
あ
り
、
金
澤
八
幡
宮
以
外
の

神
社
で
過
去
に
掛
唄
が
行
わ
れ

て
い
た
事
例
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
が
、「
荷
方
節
」
に
統
一

さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
が
存
す
る
。
現
在
、
金
澤
八
幡
宮
以
外
で
掛
唄

が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
仙
北
郡
美
郷
町
六
郷
の
熊
野
神
社
の
祭
礼
に
お
け
る

掛
唄
大
会
の
み
で
あ
り
、
熊
野
神
社
に
お
い
て
も
「
荷
方
節
」
で
行
わ
れ
て
い

る
。
熊
野
神
社
の
掛
唄
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
社
殿

が
火
事
で
焼
失
し
て
再
建
さ
れ
、
そ
の
復
興
の
た
め
に
掛
唄
大
会
を
開
催
し
た

旨
を
、
熊
野
神
社
の
熊
谷
暁
宮
司
夫
人
・
熊
谷
真
利
氏
よ
り
う
か
が
っ
た
（
平

成
三
十
一
年
六
月
二
十
六
日
調
査
）。
秋
田
県
教
育
委
員
会
の
報
告
で
は
、
熊
野
神

社
の
掛
唄
が
始
め
ら
れ
た
の
は
一
九
五
五
年
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
と
い
い
、
ま

た
現
在
に
残
る
掛
唄
が
「
荷
方
節
」
の
み
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
荷
方
節
」
が
掛
け
歌
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
五
〇
年
代
以
降

で
も
、
荷
方
節
の
曲
調
に
は
少
な
か
ら
ず
変
化
が
見
ら
れ
る
。
言
葉
、
歌

詞
が
重
視
さ
れ
、
歌
い
回
し
が
自
由
に
変
化
で
き
る
こ
の
曲
は
、
詞
の
半

ば
で
も
エ
ー
エ
、
ア
ー
ア
と
長
く
伸
ば
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
問
い
か

け
へ
の
間
や
答
え
へ
の
時
間
が
得
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
こ
と
が
、

掛
け
歌
全
体
が
「
荷
方
節
」
に
整
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
の
最
も
大
き
な

要
因
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。（
七
四
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、「
荷
方
節
」
の
節
ま
わ
し
な
ど
は
歌
い
手
に
よ
っ

て
多
少
異
な
る
場
合
も
あ
り
、
お
お
む
ね
一
曲
に
一
分
か
ら
一
分
半
程
度
を
要

す
る
た
め
、
掛
け
合
う
相
手
の
歌
詞
の
内
容
を
あ
る
程
度
予
測
し
つ
つ
、
さ
ら

に
自
ら
の
返
答
を
考
え
な
が
ら
相
手
の
う
た
い
終
わ
り
を
待
つ
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
利
点
に
つ
い
て
の
指
摘
は
首
肯
さ
れ
る
。
ま
た
、「
荷
方
節
」
は
七
七

七
五
調
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
実
際
の
歌
詞
は
必
ず
し
も
七
七
七
五
の
音
数

で
は
な
く
、
時
に
は
字
余
り
や
字
足
ら
ず
が
起
こ
り
、
歌
詞
の
文
字
数
も
あ
る

程
度
融
通
が
利
く
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
長
年
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
保
存

会
会
長
と
し
て
審
査
を
行
っ
て
い
た
加
藤
義
男
氏
（
現 

金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
保

存
会
顧
問
）
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
大
幅
な
字
余
り
や
字
足
ら
ず
は
大
会

の
審
査
に
お
い
て
は
減
点
の
対
象
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
平
成
二
十
七
年

六
月
二
十
四
日
調
査
）。

こ
の
「
荷
方
節
」
は
、
本
来
は
「
に
い
が
た
（
新
潟
）
節
」
で
あ
り
、『
日
本

        熊野神社（美郷町六郷）
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民
謡
大
観
』
に
よ
る
と
、
全
国
に
分
布
し
て
い
る
「
松
坂
」
と
い
う
民
謡
を
、

秋
田
・
岩
手
・
青
森
の
三
県
で
は
「
荷
方
節
」
と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
。

元
来
「
に
か
た
節
」
は
「
に
い
が
た
節
」
の
詰
つ
た
も
の
で
本
字
で
書
け

ば
「
新
潟
節
」
な
の
で
、
そ
の
語
源
は
新
潟
方
面
か
ら
伝
は
つ
て
来
た
唄

と
云
ふ
よ
り
は　

〽
新
潟
出
て
か
ら
昨き

の

け

ふ

日
今
日
で
七
日
、
と
か　

〽
新
潟

出
て
か
ら
未
だ
帯
と
か
ぬ
、
等
唄、
、
、
、

ひ
出
し
に
新
潟
と
云
ふ
文
句
を
持
つ
唄

だ
つ
た
の
で
誰
れ
が
云
ふ
と
な
く
一
口
に
新
潟
節
と
呼
ぶ
や
う
に
な
り
、

そ
れ
が
清
音
化
し
て
「
に
か
た
節
」
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
現
在

で
は
何
人
の
さ、
、
、
、

か
し
ら
か
荷
方
と
云
ふ
漢
字
を
当
嵌
め
て
書
く
や
う
に
な

つ
た
の
で
、
何
か
荷
物
で
も
運
搬
す
る
時
の
労
働
歌
の
や
う
に
誤
解
さ
れ

る
に
至
つ
た
。
即
ち
「
松
坂
」
が
座
頭
や
瞽
女
に
よ
つ
て
陸
地
続
き
に
伝

は
つ
て
来
た
そ
の
後
何
十
年
か
と
経
た
後
に
、
今
度
は　

〽
新
潟
云
々
と

云
ふ
歌
詞
を
持
つ
「
松
坂
節
」
を
新
潟
辺
の
船
頭
が
海
の
方
面
か
ら
山
形
、

秋
田
方
面
の
船
着
場
へ
運
ん
で
来
た
の
が
新
潟
節
即
ち
「
に
か
た
節
」
と

し
て
再
流
行
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　
『
秋
田
県
史
』
は
、「
荷
方
節
」
の
「
元
唄
は
松
坂
検
校
に
よ
つ
て
創
始
さ
れ
」、

旅
の
遊
芸
人
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
「
祝
唄
」
で
あ
り
、「
ボ
サ
マ
（
座
頭
―

盲
の
意
）の
三
味
線
で
県
内
ひ
ろ
く
流
行
し
た
と
き
が
あ
つ
た
と
お
も
わ
れ
る
」

と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
見
解
か
ら
、
歌
詞
に
「
新
潟
」
の
語
を
持
つ
民
謡

「
松
坂
」
が
、
海
運
業
の
隆
盛
に
よ
っ
て
新
潟
方
面
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
、
秋

田
・
岩
手
・
青
森
地
域
に
広
ま
っ
た
の
が
「
荷
方
節
」
で
あ
り
、
本
来
は
祝
歌

と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
秋
田
県
内
に
お
い

て
は
、「
荷
方
節
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て
「
仙
北
荷
方
」「
秋
田
荷
方
」

「
松
坂
荷
方
」「
本
荘
荷
方
」
な
ど
と
名
称
が
異
な
り
、「
内
陸
に
深
く
入
る
に

し
た
が
っ
て
、
曲
節
は
技
巧
的
に
な
り
複
雑
化
し
て
き
た（

（1
（

」
と
の
指
摘
も
あ
る
。

『
復
刻　

日
本
民
謡
大
観
』
は
、
仙
北
地
方
の
「
荷
方
節
」
と
南
秋
田
地
方
の

「
荷
方
節
」
の
歌
詞
を
紹
介
し
、

「
に
か
た
節
」
は
持
込
ま
れ
た
時
は
双
方
同
じ
よ
う
に
祝
唄
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
仙
北
郡
下
で
は
掛
唄
に
用
い
ら
れ
た
た
め
、
歌
詞
を
即
興
で

作
り
あ
う
こ
と
の
方
に
興
味
が
移
っ
て
い
っ
た
。
一
方
秋
田
市
周
辺
で
は

祝
唄
と
し
て
、
座
敷
の
技
巧
的
な
う
た
い
方
が
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た（

（1
（

。

と
解
説
し
て
い
る
。『
復
刻　

日
本
民
謡
大
観
』
も
「
荷
方
節
」
に
祝
歌
と
し

て
の
性
格
を
認
め
て
お
り
、
南
秋
田
地
方
の
「
荷
方
節
」
は
座
敷
唄
と
し
て
展

開
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
座
敷
唄
と
い
う
性
格
に
つ
い
て
、
秋

田
県
教
育
委
員
会
は
南
秋
田
地
方
に
限
ら
ず
、「
荷
方
節
」
全
体
を
捉
え
て
次

の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

「
荷
方
節
」
は
三
味
線
が
そ
の
基
本
的
な
メ
ロ
デ
ィ
を
奏
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
座
敷
唄
と
な
っ
た
と
考
え
て
も
い
い
よ
う
だ
。
単
純
な
詞
型
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
歌
わ
ず
に
合
い
の
手
を
入
れ
た
り
引
き
の
ば
す
唱
法
に
よ
っ

て
、
祝
歌
の
お
ご
そ
か
な
雰
囲
気
や
大
勢
が
声
を
合
わ
せ
て
歌
う
ス
タ
イ

ル
に
整
え
ら
れ
、
宴
席
で
は
欠
く
こ
と
の
出
来
ぬ
曲
に
移
っ
て
い
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。（
六
六
頁
）
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こ
の
よ
う
に
、掛
唄
に
用
い
ら
れ
る
前
段
階
の
、本
来
の
民
謡
と
し
て
の
「
荷

方
節
」
は
祝
歌
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
は
座
敷
唄
と
し
て
宴
席

の
場
で
う
た
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
歌
詞
の
内
容
も
祝

歌
に
ふ
さ
わ
し
い
め
で
た
い
内
容
を
う
た
う
も
の
が
多
い
。
秋
田
県
教
育
委
員

会
が
採
集
し
た
「
現
在
ま
で
歌
い
継
が
れ
て
い
る
『
荷
方
節
』
の
歌
詞
」
に
よ

る
と
、
次
の
よ
う
な
歌
詞
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

１　

今
日
は
吉
日
日
柄
も
よ
い
し　

何
か
よ
ろ
ず
の
吉き

つ

そ

う

左
右
祝
い

２　

元
日
に
鶴
の
音
出
す
あ
の
井
戸
車　

か
め
に
く
み
こ
む
若
の
水

３　

声
は
す
れ
ど
も
姿
は
見
え
ぬ　

や
ぶ
に
鶯
声
ば
か
り

４　

に
が
た
い
つ
く
る
今
月
末
に　

延
び
て
来
月
二
日
頃

（
中
略
）
地
域
的
に
は
県
南
部
が
多
い
の
だ
が
、
男
鹿
市
で
は
大
漁
の
祝

い
歌
と
し
て
歌
わ
れ
た
り
、
由
利
で
は
祝
い
歌
と
し
て
、
仙
北
で
は
座
敷

唄
と
し
て
歌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。

（
七
二
頁　

※
歌
詞
の
番
号
は
便
宜
上
筆
者
が
付
し
た
。）

ま
た
加
藤
義
男
氏
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
「
荷
方
節
」
の
歌
詞
の
一
覧

に
は
、
次
の
六
首
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
（
令
和
元
年
六
月
二
十
七
日
調
査
時
に

入
手
。
歌
詞
の
番
号
は
便
宜
上
筆
者
が
付
し
た
）。

５　

今
日
は　

吉
日　

日
柄
も
よ
い
し　

何
か
よ
ろ
ず
の
吉き

そ
左
右
祝
い

６　

梅
の　

匂に
お

い
を　

桜
に
こ
め
て　

し
だ
れ
柳
に　

咲
か
せ
た
い

７　

駒こ
ま

に　

ま
た
が
り　

た
ん
ぼ
に
行
け
ば　

稼か
せ

ぐ
お
ば
こ
の　

荷に

方が
た

節ぶ
し

８　

高
い　

お
山
の　

御ご
て
ん殿
の
桜　

枝
は
七な

な
え
だ枝　

八や

え重
に
咲
く

９　

お
酒　

飲
む
人　

花
な
ら
つ
ぼ
み　

今
日
も
咲
け
咲
け　

明
日
も
咲

け

10　

お
酒　

飲
む
人　

万
年
生
き
る　

そ
こ
で
酒
飲
み　

亀
と
い
う

「
荷
方
節
」
の
中
で
も
っ
と
も
代
表
的
な
歌
詞
が
１
お
よ
び
５
の
歌
詞
で
あ

る
。「
吉き

そ
左
右
祝
い
」
の
語
は
、明
確
な
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、「
吉
相
祝
い
」

（
三
吉
節
）、「
基
礎
祝
い
」（
梵
天
唄
）
な
ど
と
も
さ
れ（

（1
（

、
歌
が
披
露
さ
れ
る
場

の
主
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
意
味
と
し
て
流
動
的
に
用
い
ら
れ
、
解
釈
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
１
・
５
や
６
の
歌
詞
は
、
現
在
の
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
大

会
に
お
い
て
も
、
相
手
へ
の
返
し
歌
に
窮
し
た
時
に
持
ち
出
さ
れ
る
歌
詞
で
あ

り
、
筆
者
も
実
際
の
大
会
で
幾
度
か
遭
遇
し
た
こ
と
の
あ
る
歌
詞
で
あ
る
。
掛

唄
大
会
に
お
い
て
は
、
相
手
の
歌
に
対
し
て
う
た
い
返
す
こ
と
が
ま
ず
優
先
さ

れ
る
た
め
、
返
し
に
窮
し
た
時
に
こ
れ
ら
の
伝
統
歌
詞
で
乗
り
切
る
と
い
う
テ

ク
ニ
ッ
ク
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
１
・
５
の
歌
詞
は
祝
歌
と
し
て
普
遍

的
な
内
容
を
有
し
て
い
る
た
め
に
、
掛
唄
の
う
た
い
始
め
で
も
う
た
わ
れ
る
場

合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
場
を
開
い
て
い
く
祝
歌
と
し
て
の
性
格
は
、「
荷
方

節
」
と
い
う
民
謡
本
来
の
性
格
で
も
あ
り
、
ま
た
掛
唄
の
場
に
お
い
て
も
引
き

継
が
れ
て
機
能
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

三　

夜
籠
も
り
の
習
俗
と
掛
唄

冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
の
発
生
に
は
夜
籠
も
り
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の
習
俗
が
関
係
し
て
い
る
と
目
さ
れ
る
。
辻
純
一
氏
は
、「
明
治
十
年
頃
か
ら

旧
八
月
十
四
日
に
神
社
の
長
床
に
未
婚
の
娘
を
夜
籠
さ
せ
る
風
習
が
あ
っ
た
」、

「
両
親
が
つ
き
添
っ
て
一
升
ビ
ン
に
煮
し
め
の
重
箱
で
お
互
い
は
な
や
か
な
交

歓
を
し
、
飲
む
ほ
ど
に
出
て
く
る
の
が
荷
方
節
で
あ
る
。
そ
し
て
お
互
い
に
即

興
の
文
句
で
問
答
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
や
り
と
り
と
な
る（

（2
（

」
と
い
い
、
明
治
初

期
に
は
娘
の
良
縁
祈
願
と
し
て
の
夜
籠
も
り
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
荷
方
節
に
よ

る
掛
唄
が
行
わ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
金
澤
八
幡
宮
の
夜
籠
も
り
に
関
す

る
と
思
わ
れ
る
記
録
は
、
菅
江
真
澄
の
『
月
の
出
羽
道
』
巻
十
九
「
金
澤
山
四

箇
村
ノ
総
鎮
守
八
幡
太
神
宮
年
中
行
事
式
並
末
社
恒
例
之
神
事
社
式
」
の
八
月

十
四
日
の
項
に
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

齋い
み
や夜
也
、
献
御
饌
、
神
酒
、
榊
、
松
、
竹
、
御
紋
ノ

神
燈
八
張
、
神
前

と
第
一
ノ

鶏
栖
に
是
を
懸
て
照
ら
し
て
奉
る
也
。
ま
た
其
処
々
の
寄
附

の
神
燈
三
十
斗
、
神
阪
に
是
を
か
け
て
奉
れ
り
。
丑
ノ

刻
神
楽
を
奏
す
、

一
社
の
神
秘
行
事
あ
り
。
天
下
泰
平
、
国
家
安
穏
、
当
国
君
御
武
運
長

久
、
御
寿
齢
長
延
、
御
家
門
御
家
中
御
安
全
、
次

郷
中
万
民
繁
栄
御
祈

禱
加
持（

（2
（

。

ま
た
、『
月
の
出
羽
道
』
巻
十
九
「
仙
北
郡
金
澤
前
郷
村
八
幡
宮
ノ
社
録
」

に
は
「
例
祭　

小
祭
四
月
十
五
日
、
大
祭
八
月
十
五
日
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
「
斎
夜
」
は
例
大
祭
の
宵
宮
の
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
宵
宮
で
は
、

神
饌
・
神
酒
・
榊
・
松
・
竹
、
紋
付
の
神
燈
八
張
を
神
前
と
「
鶏
栖
（
鳥
居
）」

に
か
け
て
照
ら
し
、
ま
た
神
燈
を
阪
に
灯
し
、
丑
の
刻
に
神
楽
を
奏
し
て
「
神

秘
行
事
」
を
行
う
と
あ
り
、
こ
れ
は
天
下
太
平
、
郷
中
の
万
民
の
繁
栄
を
願

う
加
持
祈
祷
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
神
秘
行
事
」
が
ど
の
よ
う
な
行
事
で
あ

る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
月
の
出
羽
道
』
巻
十
七
の
「
金
澤
本
町
邑
」
の
記

録
に
は
、
八
月
朔
か
ら
十
五
日
の
大
祭
ま
で
は
「
金
澤
元
町
、
金
澤
中
町
、
金

澤
東
根
、
金
澤
西
根
四
村
殺
生
禁
断
に
て
鳥
獣
を
喰
は
ず
、
又
死
人
を
葬
ら
ず
、

他
村
へ
埋
め
葬
す
る
也
」
と
あ
り
、た
だ
し
菅
江
真
澄
は
こ
の
四
村
は
「
本
町
・

中
野
・
前
郷
・
寺
田
」
で
あ
る
と
訂
正
し
て
い
る
。
引
用
部
の
続
き
に
は
、
こ

の
よ
う
な
潔
斎
期
間
は
八
月
朔
か
ら
十
五
日
の
大
祭
ま
で
の
間
と
、
正
月
の
十

五
日
前
ま
で
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
齋
夜
」
で
あ
る
八
月
十
四
日
は
、
一
年
間

の
中
の
特
別
な
潔
斎
期
間
の
最
後
の
夜
で
あ
る
と
い
え
る
。

つ
づ
い
て
、「
金
澤
山
四
箇
村
ノ
総
鎮
守
八
幡
太
神
宮
年
中
行
事
式
並
末
社

恒
例
之
神
事
社
式
」
の
九
月
十
四
日
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

御
扉
閉
、
献
神
酒
神
供
、
神
式
如
恒
例
。
村
民
氏
子
参
詣
、
村
民
み
な

齋い
こ
も
り籠
あ
る
也
。

こ
こ
に
は
、
恒
例
の
神
祀
り
の
よ
う
に
、
社
の
御
扉
を
閉
じ
、
神
酒
や
神
饌

を
供
え
、
村
民
・
氏
子
が
参
詣
し
、
村
民
は
み
な
忌
み
籠
も
る
の
だ
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
夜
籠
も
り
の
目
的
と
し
て
、
前
掲
の
伊
藤
金
之
助
氏
は
嫁
入
り
前

の
娘
の
良
縁
祈
願
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
た
。
赤
松
啓
介
氏
は
、
十
三
歳
と
い

う
年
齢
は
子
供
と
成
人
と
の
一
つ
の
区
切
り
の
年
齢
で
あ
り
、
本
来
女
子
の
場

合
は
初
潮
の
有
無
に
よ
り
判
断
さ
れ
て
い
た
が
、
十
三
歳
を
区
切
り
と
し
て
儀

礼
を
行
う
こ
と
で
、
み
な
等
し
く
成
人
の
扱
い
を
受
け
る
よ
う
徐
々
に
配
慮
さ
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れ
た
経
緯
を
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
十
三
歳
と
い
う
年

齢
は
娘
た
ち
が
結
婚
を
意
識
し
は
じ
め
る
年
齢
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
十
三

歳
と
い
う
年
齢
を
考
え
る
時
、
た
と
え
ば
「
十
三
参
り
」
と
い
う
習
俗
が
思
い

起
こ
さ
れ
る
。「
十
三
参
り
」
に
つ
い
て
、『
精
選　

日
本
民
俗
辞
典
』
の
説
明

を
引
用
し
て
お
く
。

十
三
歳
に
な
っ
た
男
女
児
が
厄
落
と
し
、
開
運
・
知
恵
授
け
・
福
貰
の

た
め
に
虚
空
蔵
に
参
る
行
事
。
京
都
法
輪
寺
、
茨
城
県
東
海
村
村
松
虚

空
蔵
堂
、
福
島
県
柳
津
町
円
蔵
寺
虚
空
蔵
堂
な
ど
、
主
に
近
畿
や
東
北

地
方
南
部
の
虚
空
蔵
寺
堂
に
み
ら
れ
る
。
京
都
地
方
な
ど
で
は
、
こ
の

時
に
女
子
は
四
つ
身
か
ら
本
裁
の
着
物
を
着
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
成

人
儀
礼
が
知
恵
増
進
・
開
運
、
十
三
に
関
係
深
い
虚
空
蔵
菩
薩
の
利
益

に
結
び
付
き
、
虚
空
蔵
寺
堂
の
行
事
に
収
斂
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。（
中
略
）
十
三
歳
は
成
人
の
前
段
階
と
し
て
大
事
な
年
回
り
で
あ

り
、
女
子
の
十
三
歳
が
ま
た
、
女
子
の
厄
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の

年
に
行
わ
れ
た
十
三
祝
い
が
寺
院
行
事
と
し
て
の
十
三
参
り
に
展
開
し

て
い
っ
た
の
で
、
同
じ
十
三
参
り
で
も
京
都
な
ど
の
都
市
と
東
北
な
ど

の
農
村
と
で
は
そ
の
成
立
・
内
容
に
差
異
が
あ
る（

（2
（

。（
下
略
）

十
三
歳
は
成
人
を
目
前
に
し
た
年
齢
で
あ
り
、
良
縁
祈
願
を
行
う
の
に
適
し

た
年
頃
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
菅
江
真
澄
が
記
録
し
た
江
戸
時
代
の
夜
籠
も

り
は
、
対
象
者
が
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
集
落
全
体
の
行
事
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
が
、
明
治
以
降
、
特
に
十
三
歳
を
迎
え
た
娘
の
良
縁
祈
願
と
し

て
夜
籠
も
り
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
得
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

『
精
選　

日
本
民
俗
辞
典
』
が
例
に
挙
げ
た
福
島
県
柳
津
町
円
蔵
寺
虚
空
蔵
堂

に
お
い
て
は
、現
在
の
九
月
三
十
日（
陰
暦
の
八
月
晦
日
）に「
九
月
堂
お
籠
も
り
」

と
し
て
、
信
者
が
参
籠
し
て
虚
空
蔵
尊
に
祈
願
す
る
行
事
が
あ
り
、
こ
の
時
に

歌
を
掛
け
合
う
遊
技
も
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
宮
崎
隆
氏
は
、
神
社
の
祭
礼

に
お
い
て
掛
唄
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
「
会
津
の
柳
津
虚
空
蔵
の
『
歌

げ
い
』」
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
が
、「
こ
れ
ら
素
朴
な
『
掛
唄
』
は
、
全
国
的

に
衰
微
し
て
し
ま
い
、
現
行
の
も
の
は
存
在
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
現
在

の
虚
空
蔵
堂
の
「
九
月
堂
お
籠
も
り
」
は
十
三
参
り
と
は
別
の
行
事
で
あ
る
が
、

夜
籠
も
り
に
お
い
て
掛
唄
が
う
た
わ
れ
る
一
つ
の
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
齋
藤
壽
胤
氏
が
「
宮
城
県
の
定
義
節
や
福
島
県
の
玄
如
節
・
羽
黒
節
な

ど
は
、
も
と
も
と
夜
籠
り
の
時
に
必
ず
唄
わ
れ
て
、
や
が
て
掛
け
合
い
の
う
た

と
し
て
広
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る（

（2
（

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
掛
唄
と
夜
籠
も
り
に
は

密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
秋
田
県
内
に
お
い
て
も
、
夜
籠
も
り
の
習
俗
に
お
い
て
掛
唄
が
行

わ
れ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
田
沢
湖

南
の
大
蔵
山
の
観
音
堂
で
、
一
九
四
〇
年
頃
ま
で
夜
籠
も
り
が
行
わ
れ
て
い
た

と
あ
り
、「
こ
の
観
音
堂
の
信
仰
範
囲
は
仙
北
と
岩
手
県
雫
石
地
方
に
及
ん
で

い
て
、
旧
暦
七
月
九
日
の
祭
礼
の
夜
に
は
『
篭
も
り
』
の
人
た
ち
が
訪
れ
た
。

こ
こ
で
は
篭
も
り
の
夜
は
、
民
謡
の
交
流
の
夜
で
も
あ
っ
た
」（
七
六
～
七
頁
）

と
い
い
、
齋
藤
壽
胤
氏
は
「
柳
津
の
虚
空
蔵
堂
境
内
で
秋
九
月
に
催
さ
れ
た
ウ
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タ
ゲ（
う
た
芸
）と
い
う
の
は
、大
勢
の
男
女
が
集
ま
り
う
た
の
掛
け
合
い
で
あ
っ

た
」
が
、
一
九
四
五
年
以
前
に
途
絶
え
た
と
報
告
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
大
蔵
山
の

観
音
堂
の
掛
唄
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
隆
氏
編
の
「
宮
田
熟
穂
資
料　

昭
和
初
期

の
『
掛
唄
』
蒐
集
ノ
ー
ト
」
に
歌
詞
の
記
録
が
あ
る（

（2
（

。
藤
田
秀
司
氏
の
「
金
沢

八
幡
神
社
の
掛
け
唄
」
の
末
尾
の
編
集
部
に
よ
る
記
事
に
は
「
田
沢
湖
町
大
蔵

観
音
の
掛
け
唄
は
、
平
成
七
年
八
月
七
日
同
町
院
内
岳
（
七
五
一
メ
ー
ト
ル
）
中

腹
に
あ
っ
た
大
蔵
神
社
が
三
キ
ロ
離
れ
た
鳥
居
野
へ
移
転
改
築
を
機
会
に
掛
け

唄
大
会
を
復
活
し
披
露
し
た
。
昭
和
二
十
七
年
以
来
四
十
三
年
ぶ
り
の
再
現
で

あ
る（

（2
（

」
と
あ
る
が
、
そ
の
後
継
続
さ
れ
た
と
い
う
記
録
や
報
告
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
他
、『
日
本
民
謡
大
観
』
は
秋
田
の
「
お
山
節
」（
院
内
節
）
に
つ
い
て
、

仙
北
郡
の
田
沢
湖
を
背
に
し
て
聳
え
て
ゐ
る
神
代
村
字
院
内
の
大
蔵
山
の

中
腹
に
祀
ら
れ
て
ゐ
る
観
音
様
の
祭
り
が
毎
年
旧
七
月
九
日
に
催
さ
れ
る

そ
の
八
日
の
晩
に
夜
籠
り
を
し
て
ゐ
る
参
詣
人
に
よ
つ
て
徹
宵
し
て
諷
は

れ
る
も
の
で
又
の
名
を
「
院
内
節
」
と
も
呼
ん
で
ゐ
る（

（2
（

。

と
紹
介
し
て
お
り
、
ま
た
山
本
郡
二
ツ
井
町
の
「
高
岩
節
」
に
つ
い
て
は
、

高
岩
寺
の
祭
り
に
集
ま
っ
た
信
者
達
が
、
夜
籠
り
を
す
る
時
、「
掛
唄
」

に
用
い
た
。（
中
略
）
多
分
祭
礼
の
祝
唄
と
し
て
う
た
っ
て
い
た
も
の
が
定

着
し
た
の
だ
ろ
う
。

と
解
説
し
て
い
る（

（3
（

。
秋
田
県
教
育
委
員
会
は
、「
過
去
に
掛
け
歌
が
行
わ
れ
て

い
た
神
社
」（
十
一
頁
）
と
し
て
、
次
の
神
社
を
挙
げ
て
い
る
。

鹿
角
市
八
幡
平　
　
　

大
日
霊
貴
神
社

角
館
町
下
延　
　
　
　

楢
館
神
社

西
木
村
下
檜
木
内　
　

御
座
石
神
社

田
沢
湖
町
神
代
岡
崎　

大
蔵
神
社

田
沢
湖
町
田
沢　
　
　

鳩
峰
神
社

中
仙
町
豊
川　
　
　
　

水
神
社
（
米
沢
観
音
）

中
仙
町
清
水
沖
ノ
郷　

八
坂
神
社

大
曲
市
蛭
川　
　
　
　

薬
師
神
社

横
手
市
大
沢　
　
　
　

旭
岡
山
神
社

大
森
町
八
沢
木　
　
　

保
呂
羽
山
波
宇
志
別
神
社

※加藤義男氏作成「秋田県で過去に掛け唄が
行われていた神社分布図」を参照して作図（31）

★鳩峯神社

★御座石神社

★大蔵神社

★水神社

◎金澤八幡宮

八坂神社★
薬師神社★

保呂羽山波宇志別神社★

★旭岡山神社

★盛合神社

楢館神社★

秋田

横手

湯沢

能代

男鹿

由利本荘

大館

北秋田

大曲

鹿角

◎熊野神社

奥   

羽   

山   

脈

大日霊貴神社★

◎秋田県で現在も掛唄が行われている神社

★秋田県で過去に掛唄が行われていた神社【図】秋田県の掛唄関係神社分布図
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東
成
瀬
村
手
倉　
　
　

盛
合
神
社
（
旧
八
幡
神
社
）

藤
田
秀
司
氏
は
「
古
い
か
け
唄
は
田
沢
湖
町
院
内
の
大
蔵
山
、
中
仙
町
豊
川

の
観
音
堂
、
千
畑
町
松
原
、
田
沢
湖
町
御
座
石
、
大
曲
市
蛭
川
、
横
手
市
旭
岡

山
、
大
森
町
八
沢
木
、
東
成
瀬
村
手
倉
地
域
等
に
も
あ
っ
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
い

る（
（3
（

」
と
い
う
。
御
座
石
神
社
の
掛
唄
に
つ
い
て
は
、
加
藤
義
男
氏
へ
の
聞
き
取

り
に
よ
れ
ば
、
加
藤
氏
の
父
と
知
人
も
田
沢
湖
の
御
座
石
神
社
で
掛
唄
が
行

わ
れ
て
い
た
と
話
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
令
和
元
年
六
月
二
十
七
日
調

査
）。
ま
た
、
梵
天
祭
り
で
有
名
な
旭
岡
山
神
社
の
「
御
由
緒
書
」
の
看
板
に

は
、
八
月
九
日
の
丑
刻
詣
祭
の
欄
に
「
か
け
唄
奉
納
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
公

立
大
学
法
人
国
際
教
養
大
学　

地
域
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
の

「
秋
田
民
俗
芸
能
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
」（http://w

w
w

.akita-

m
inzoku-geino.jp/

）
に
お
い

て
「
旭
岡
山
神
社
丑
刻
詣
掛
唄

奉
納
祭
（
露
踏
神
事
）」
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
加
藤
義
男

氏
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、

こ
の
掛
唄
は
の
ど
自
慢
的
要
素

が
強
く
、
歌
の
掛
け
合
い
は
な

さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
（
令
和
元
年
六
月
二
十
七
日
調
査
）。
し
か
し
、
掛
唄
と
神
事
、
し
か
も
夜

籠
も
り
の
よ
う
に
夜
半
に
行
わ
れ
る
神
事
に
お
い
て
唄
を
奉
納
す
る
と
い
う
点

で
は
、
掛
唄
と
夜
籠
も
り
と
の
深
い
関
係
性
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
秋
田
県
内
に
お
い
て
は
夜
籠
も
り
に
お
い
て
掛
唄
が
行
わ
れ

て
い
た
事
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
は
神
社
の
祭
礼
日
に
行
わ
れ

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
夜
籠
も
り
と
掛
唄
が
、
神
事
を

と
お
し
て
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
神

事
に
お
い
て
歌
が
奉
納
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
荷
方
節
が
本
来
的
に
祝
歌

の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
と
重
な
る
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

次
に
金
澤
八
幡
宮
の
宵
宮
祭
で
奉
納
さ
れ
る
掛
唄
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
た
い
。

四　

神
事
に
お
け
る
奉
納
掛
唄

金
澤
八
幡
宮
の
伝
統
奉
納
掛
唄
大
会
は
、
午
後
八
時
か
ら
は
じ
ま
る
宵
宮
祭

の
後
、
午
後
九
時
半
ご
ろ
か
ら
開
始
さ
れ
る
。
筆
者
は
、
令
和
元
年
九
月
十
四

日
の
宵
宮
祭
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
の
宵
宮
祭
の
式
次
第
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

・
修
祓

・
宮
司
一
拝

・
神
前
で
太
鼓
を
奏
上

旭岡山神社（横手市大沢）
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・
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上

・
扇
と
鈴
の
舞

・
獅
子
舞

・
剣
舞

・
餅
（
饅
頭
）
ま
き

・
玉
串
奉
納

・
宮
司
一
拝

・
掛
唄
大
会
参
加
者
に
よ
る
奉
納
唄

こ
の
時
に
奉
納
さ
れ
た
唄
は
掛
唄
で
は
な
く
歌
い
手
に
よ
る
独
唱
で
あ
り
、

唄
は
掛
唄
大
会
で
用
い
ら
れ
る
の
と
同
様
、
荷
方
節
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

令
和
元
年
度
は
三
名
の
歌
い
手
が
神
前
で
唄
を
奉
納
し
て
い
た
。

①
中
川
原
信
一
氏

昭
和
平
成　

令
和
の
御
代
も　

う
た
い
続
け
る　

掛
唄
よ

②
妻
野
敏
夫
氏

令
和
最
初
の　

掛
唄
祭
り　

気
持
ち
も
新
た
に　

う
た
い
ま
す

③
後
藤
弘
氏

昭
和
と
平
成　

令
和
と
つ
な
げ
て　

五
十
三
回
目
の　

奉
納
で
す

加
藤
義
男
氏
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
毎
年
宵
宮
祭
に
お
い
て
奉
納
さ
れ

る
唄
の
歌
詞
は
記
録
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
奉
納
唄
の
内
容
は
歌
い
手
が
自
由

に
創
作
す
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
掛
唄
で
は
な
く
独
唱
で
あ
る
と
い
う
。

た
だ
し
、
前
の
人
の
唄
を
う
け
て
う
た
う
人
も
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
令

和
元
年
六
月
二
十
七
日
調
査
）。
後

藤
氏
は
「
五
十
三
回
目
の
奉
納

で
す
」
と
う
た
っ
て
い
る
よ
う

に
、
五
十
年
以
上
こ
の
大
会
に

参
加
し
続
け
て
お
り
、
中
川
原

氏
も
後
藤
氏
に
続
い
て
古
く

か
ら
出
場
し
て
い
る
前
年
度
の

優
勝
者
で
あ
る
。
後
藤
氏
と
中

川
原
氏
は
度
々
優
勝
し
て
い
る
、

本
大
会
を
代
表
す
る
ベ
テ
ラ
ン

の
歌
い
手
で
あ
る
。
妻
野
氏
も

昭
和
六
十
二
年
に
新
人
賞
を
受

賞（
（3
（

し
て
以
来
、近
年
の
大
会
の
常
連
で
あ
り
、今
年
度
の
大
会
で
は
優
勝
を
飾
っ

た
。
こ
の
度
の
奉
納
唄
は
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
改
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

三
名
と
も
「
令
和
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
中
川
原
氏
・
後
藤
氏
は
昭
和
時
代

か
ら
の
参
加
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
の
三
代
を
と
お
し
て

う
た
い
継
い
で
き
た
こ
と
を
話
題
と
し
、
妻
野
氏
も
令
和
初
年
度
の
大
会
で
あ

る
こ
と
か
ら
心
機
一
転
の
心
持
ち
を
う
た
っ
て
い
る
。

こ
の
宵
宮
祭
の
奉
納
唄
に
つ
い
て
は
秋
田
県
教
育
委
員
会
の
平
成
九
年
度
の

記
録
に
そ
の
歌
詞
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
四
名
の
唄
が
奉
納
さ
れ
た
と
あ
る
。

○
川
村
与
七
郎
氏

    金澤八幡宮・社殿内（宵宮祭前）
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今
年
も
社
に
参
っ
て
か
け
る　

掛
け
る
掛
け
唄　

楽
し
み
に　

○
後
藤　

弘
氏

今
日
は
吉
日　

社
の
祭
り　

荷
が
た　

唄
っ
て
夜
を
明
か
す

○
佐
藤
芳
弘
氏

こ
の
や　

社
は
め
で
た
い
社　

千
代
に
八
千
代
に
栄
ゆ
く

○
藤
峯
ノ
コ
さマ

マん

今
年
や
大
旗
（
優
勝
旗
）
と
二
人
で
登
り　

短
い
一
年
楽
し
か
っ
た

こ
の
四
名
も
掛
唄
大
会
の
優
勝
者
や
常
連
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
り
、
藤
峯
氏
は

前
年
度
の
優
勝
者
、
佐
藤
氏
は
平
成
九
年
度
の
優
勝
者
で
あ
る
。
後
藤
氏
の
唄

の
冒
頭
「
今
日
は
吉
日
」
は
荷
方
節
の
伝
統
歌
詞
で
あ
る
「
今
日
は
吉
日　

日

柄
も
よ
い
し　

何
か
よ
ろ
ず
の　

吉
左
右
祝
い
」
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
四
名
の
唄
は
あ
く
ま
で
も
独
唱
で
あ
る
が
、
川
村
氏
が
八
幡
宮
で
の
掛
唄

大
会
へ
の
期
待
を
う
た
い
、次
の
後
藤
氏
が
川
村
氏
の
「
社
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
に
呼
応
し
て
、
伝
統
歌
詞
を
用
い
な
が
ら
「
社
の
祭
り
」
と
夜
通
し
行
わ
れ

る
掛
唄
大
会
を
寿
ぎ
、
佐
藤
氏
は
後
藤
氏
の
「
社
の
祭
り
」
を
受
け
て
八
幡
宮

の
祭
典
に
ふ
さ
わ
し
く
、
社
の
繁
栄
を
願
う
内
容
で
あ
る
。
最
後
の
藤
峯
氏
は

前
年
度
の
優
勝
者
と
し
て
の
思
い
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
宵
宮
祭
に
お
け
る
奉
納
唄
に
よ
っ
て
祭
典
は
終
了
し
、
午
後
九
時
半
か

ら
の
伝
統
奉
納
掛
唄
大
会
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
。
こ
の
奉
納
唄
は
、
い
わ
ば
大

会
の
開
催
を
神
前
に
報
告
し
て
大
会
の
開
幕
を
宣
言
し
、
大
会
の
盛
会
を
予
祝

す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

五　

令
和
元
年
度
の
金
澤
八
幡
宮
奉
納
伝
統
掛
唄
大
会

令
和
元
年
度
の
金
澤
八
幡
宮
奉
納
伝
統
掛
唄
大
会
は
、
九
月
十
四
日
（
土
）

か
ら
十
五
日
（
日
）
の
明
け
方
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
以
下
、
現
地
に
お
け

る
調
査
記
録
で
あ
る
。
す
べ
て
の
掛
唄
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
適

宜
必
要
な
情
報
を
補
い
、
所
見
を
述
べ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

19
時
３
分　

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
７
名
）

19
時
20
分　

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
表
彰
式

20
時
０
分　

金
澤
八
幡
宮
宵
祭　

神
事

21
時
33
分　

功
労
賞　

表
彰
式　

伊
野
義
博
氏
（
十
一
年
出
場
の
功
績
）

優
勝
旗
返
還　

昨
年
度
優
勝
者　

中
川
原
信
一
氏

21
時
50
分　

大
学
生
部
門
（
６
組
）　　

※
掛
唄
の
歌
詞
は
事
前
に
準
備

22
時
26
分　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
夫
婦
対
決

中
川
原
恵
美
子
氏
（
エ
）
と
中
川
原
信
一
氏
（
ナ
）
の
夫
婦
対
決

エ
：
ゆ
う
べ
見
た
夢　

叶
う
よ
う
に　

八
幡
様
に　

願
か
け
た
よ

ナ
：
何
を
願
う
か　

知
ら
な
い
け
れ
ど　

あ
ま
り
い
じ
め
は　

し
な
い
で
よ

エ
：
仕
事
熱
心
は　

嬉
し
い
け
れ
ど　

た
ま
に
ゃ
の
ん
び
り　

旅
も
し
た
い

ナ
：
仕
事
す
る
の
と　

掛
唄
出
る
の　

そ
れ
が
私
の　

楽
し
み
だ

22
時
34
分　

大
学
生
部
門　

表
彰
式
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22
時
46
分　

一
般
の
部
・
一
回
戦

【
１
組
目
】
高
柳
理
乃
氏
（
タ
）
／
中
川
原
信
一
氏
（
ナ
）

タ
：
今
年
た
く
さ
ん　

花
火
を
見
た
よ　

初
の
長
岡　

大
曲

ナ
：
花
火
見
る
な
ら　

秋
田
が
い
い
よ　

大
曲
の
花
火
は　

日
本
一

タ
：
私
死
ん
だ
ら　

花
火
に
な
り
た
い　

夏
の
秋
田
に　

打
ち
上
が
れ

ナ
：
夏
の
花
火
を　

楽
し
く
な
が
め　

秋
は
掛
唄　

う
た
い
ま
し
ょ
う

【
２
組
目
】
風
間
さ
く
ら
氏
（
カ
）
／
妻
野
敏
夫
氏
（
ツ
）

カ
：
令
和
は
じ
め
て
の　

掛
唄
大
会　

あ
ら
た
な
歴
史
を　

作
っ
て
く

ツ
：
令
和
開
幕　

掛
唄
祭
り　

と
も
に
元
気
に　

う
た
い
ま
し
ょ
う

カ
：
私
幸
せ　

こ
ん
な
に
す
て
き
な　

名
人
さ
ん
と　

う
た
え
る
の

ツ
：
若
い
あ
な
た
と　

並
ん
で
い
る
と　

心
と
き
め
き　

目
が
く
ら
む

【
３
組
目
】
木
村
テ
ル
子
氏
（
キ
）
／
後
藤
弘
氏
（
ゴ
）

キ
：
今
日
は
吉き

ち
に
ち日　

日
が
ら
も
良
い
し　

な
に
か
よ
ろ
ず
の　

き
そ
祝
い

ゴ
：
決
ま
り
歌
詞
で
は　

掛
け
に
は
な
ら
ぬ　

あ
れ
ほ
ど
教
え
て
も　

ま
だ

ま
だ
だ
め
か

キ
：
梅
の
に
お
い
を　

桜
に
こ
め
て　

し
だ
れ
柳
に　

咲
か
せ
た
い

ゴ
：
し
だ
れ
桜
は　

み
ご
と
な
花
だ　

あ
な
た
も
そ
の
よ
う
に　

か
け
の
花

を

木
村
氏
は
後
藤
氏
の
民
謡
の
弟
子
で
、
師
弟
対
決
と
な
っ
た
。
木
村
氏
の
歌

詞
は
い
ず
れ
も
仙
北
荷
方
節
の
伝
統
歌
詞
で
あ
る
た
め
、
即
興
の
歌
詞
で
は
な

い
。
後
藤
氏
の
「
決
ま
り
歌
詞
で
は
」
は
そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

後
藤
氏
の
二
回
目
の
唄
で
は
、伝
統
歌
詞
の
「
桜
」
を
承
け
て
木
村
氏
へ
の
エ
ー

ル
へ
と
転
換
し
て
お
り
、
こ
の
機
転
が
即
興
の
掛
唄
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
能

力
で
あ
り
、
歌
を
掛
け
合
う
時
の
技
術
で
あ
る
と
い
え
る
。

【
４
組
目
】
梶
丸
岳
氏
（
カ
）
／
村
田
定
夫
氏
（
ム
）

カ
：
今
日
の
祭
り
は　

に
ぎ
わ
い
あ
る
よ　

人
が
た
く
さ
ん　

来
て
く
れ
た

ム
：
な
ん
ぼ
も
の
好
き　

京
都
か
ら　

来
て
く
れ
た　

京
大
の
学
長
よ

カ
：
俺
は
ま
だ
ま
だ　

若
す
ぎ
だ　

京
大
学
長　

ほ
ど
遠
い
ぞ

ム
：
そ
れ
じ
ゃ
務
ま
ら
な
い　

京
大
の
教
授
に
は　

掛
唄
し
っ
か
り　

覚
え

て
い
け
よ

梶
丸
氏
は
京
都
大
学
の
助
教
で
、
毎
年
当
該
大
会
に
調
査
に
入
り
、
歌
い
手

と
し
て
も
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
会
常
連
の
村
田
氏
は
梶
丸
氏
が
京

都
大
学
の
教
員
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
出
た

「
京
大
の
学
長
」
と
い
う
戯
れ
の
内
容
で
あ
る
。

【
５
組
目
】
小
林
優
香
氏
（
コ
）
／
中
川
原
恵
美
子
氏
（
エ
）

コ
：
今
日
は
増
田
で　

散
策
し
な
が
ら　

秋
田
の
み
や
げ　

探
し
た
よ

エ
：
秋
田
み
や
げ
は　

た
く
さ
ん
あ
る
よ　

金
澤
八
幡　

掛
唄
も
ね
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コ
：
み
や
げ
た
く
さ
ん　

で
も
金
足
り
な
い　

こ
こ
で
い
っ
ぱ
い　

も
ら
い

た
い

エ
：
み
や
げ
た
く
さ
ん　

さ
っ
き
い
た
だ
き　

ま
だ
ま
だ
欲
し
い
と
は　

欲

張
り
ね

小
林
氏
は
Ｎ
大
学
の
学
生
で
、
大
学
生
部
門
に
も
出
場
し
て
い
る
。
大
学
生

部
門
の
表
彰
式
で
は
記
念
品
を
多
く
授
与
さ
れ
て
お
り
、
中
川
原
氏
の
「
み
や

げ
た
く
さ
ん　

さ
っ
き
い
た
だ
き
」
と
は
、
そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

【
６
組
目
】
伊
藤
葵
氏
（
ｲﾄ
）
／
伊
野
義
博
氏
（
ｲﾉ
）

ｲﾄ
：
今
日
は
私
の　

誕
生
日
よ　

祝
っ
て
ほ
し
い
な　

あ
な
た
に

ｲﾉ
：
月
の
き
れ
い
な　

八
幡
さ
ん
で　

あ
な
た
と
う
た
う　

嬉
し
さ
よ

ｲﾄ
：
同
じ
よ
あ
な
た
と　

こ
こ
で
う
た
え
て　

最
高
の
誕
生
日
に　

な
っ
た

ｲﾉ
：
う
れ
し
い
喜
び　

戻
っ
て
き
て
横
手
に　

再
び
う
た
う　

掛
唄
よ

23
時
28
分　

一
回
戦
終
了
・
審
査

23
時
55
分　

一
般
の
部
・
二
回
戦

【
１
組
目
】
風
間
さ
く
ら
氏
（
カ
）
／
中
川
原
信
一
氏
（
ナ
）

カ
：
私
食
べ
る
の　

大
好
き
な
の
よ　

横
手
焼
き
そ
ば　

い
っ
ぱ
い
食
べ
た

い
な

ナ
：
横
手
焼
き
そ
ば　

食
べ
た
い
な
ら
ば　

お
腹
い
っ
ぱ
い　

ご
ち
そ
う
す

る

カ
：
そ
れ
は
嬉
し
い
な　

で
も
ね
実
は　

み
ん
な
一
皿　

私
一
皿
し
か
食
べ

ま
せ
ん
よ

ナ
：
別
に
遠
慮
は　

い
ら
な
い
で
す
よ　

金
な
ら
い
っ
ぱ
い　

あ
る
オ
レ
だ

カ
：
そ
れ
な
ら
た
く
さ
ん　

食
べ
た
い
な　

お
腹
い
っ
ぱ
い　

い
た
だ
き
ま

す

ナ
：
そ
れ
は
何
よ
り　

安
心
し
た
よ　

お
腹
い
っ
ぱ
い　

食
べ
て
く
れ

【
２
組
目
】
高
柳
理
乃
氏
（
タ
）
／
妻
野
敏
夫
氏
（
ツ
）

タ
：
私
誓
う
わ　

ト
イ
レ
に
行
か
ぬ　

下
の
ト
イ
レ
は　

虫
だ
ら
け

ツ
：
虫
が
怖
く
て　

生
き
て
は
い
け
ぬ　

そ
ん
な
弱
虫　

飛
ん
で
ゆ
け

タ
：
虫
が
得
意
な　

男
で
な
い
と　

私
結
婚　

で
き
な
い
の
よ

ツ
：
若
い
あ
な
た
に　

彼
氏
は
な
い
か　

あ
れ
も
や
っ
ぱ
り　

悪
い
虫

タ
：
芯
が
強
く
て　

尊
敬
で
き
る　

そ
ん
な
彼
氏
が　

欲
し
い
の
よ
ね

ツ
：
今
の
あ
な
た
は　

学
生
だ
か
ら　

勉
強
第
一　

が
ん
ば
っ
て

　
「
下
の
ト
イ
レ
」
は
、
神
社
境
内
か
ら
坂
を
下
っ
た
先
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ

の
こ
と
。
ト
イ
レ
の
虫
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
妻
野
氏
の
二
回
目
の
唄
で

は
、
若
い
女
性
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
男
を
「
悪
い
虫
」
と
譬
喩
す
る
よ
う
に
、

「
ト
イ
レ
の
虫
」
→
「
悪
い
虫
」
→
「
彼
氏
」
と
い
う
発
想
の
転
換
が
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
相
手
の
歌
詞
を
承
け
な
が
ら
新
し
い
展
開
へ
と
歌
を

導
い
て
い
く
の
が
歌
い
手
の
技
量
で
あ
り
、
ベ
テ
ラ
ン
の
歌
い
手
ほ
ど
こ
の
よ
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う
な
技
に
長
け
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

【
３
組
目
】
梶
丸
岳
氏
（
カ
）
／
伊
野
義
博
氏
（
イ
）

カ
：
昼
間
暑
く
て　

疲
れ
た
け
れ
ど　

夜
は
寒
く
て　

そ
れ
も
や
だ

イ
：
オ
レ
は
雪
国　

寒
い
の
は
大
好
き　

カ
マ
ク
ラ
な
ど
に　

入
り
な
さ
い

カ
：
新
潟
カ
マ
ク
ラ　

あ
る
の
知
ら
ね
え　

先
生
こ
れ
ま
で　

入
っ
た
こ
と

あ
る
の

イ
：
あ
ん
た
知
ら
ね
え
か　

京
大
学
長　

越
後
新
潟
は　

雪
国
だ

こ
の
内
容
は
、
一
回
戦
で
梶
丸
氏
が
村
田
氏
に
「
京
大
の
学
長
」
と
呼
ば
れ

た
こ
と
を
承
け
て
の
や
り
と
り
。
大
会
で
は
、
こ
の
よ
う
に
前
の
掛
唄
の
話
題

を
引
き
継
ぐ
も
の
も
み
ら
れ
る
。
会
場
全
体
で
歌
の
場
が
共
有
さ
れ
、
掛
唄
が

展
開
し
て
ゆ
く
一
例
と
い
え
る
。

【
４
組
目
】
伊
藤
葵
氏
（
イ
）
／
後
藤
弘
氏
（
ゴ
）

イ
：
私
酒
が　

好
き
な
の
よ　

こ
う
見
え
て
と
て
も
好
き　

飲
み
ま
し
ょ
う

よ

ゴ
：
酒
の
好
き
な　

彼
女
と
会
え
て　

じ
っ
ち
ゃ
ん
の
喜
び　

飛
び
上
が
る

イ
：
こ
こ
で
会
え
た
の
も　

何
か
の
縁
ね　

私
も
嬉
し
い
わ　

お
手
柔
ら
か

に

ゴ
：
酒
の
縁
と
は　

大
切
な
れ
ど　

美
人
の
彼
女
と　

結
ば
れ
た
よ

イ
：
唄
が
う
ま
い　

あ
な
た
と
掛
け
あ
え
て　

ほ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な　

ア

ラ
サ
ー
で
す

ゴ
：
美
人
の
あ
な
た
は　

声
も
き
れ
い　

歌
詞
を
作
る
の
も　

上
手
な
あ
な

た

【
５
組
目
】
中
川
原
恵
美
子
氏
（
エ
）
／
村
田
定
夫
氏
（
ム
）

エ
：
唄
っ
こ
好
き
で
も　

掛
唄
難
し
い　

仙
北
荷
方
が　

う
た
え
ま
せ
ん

ム
：
毎
日
そ
ば
に
い
る　

だ
ん
な
に
聞
け
よ　

掛
唄
な
ん
て　

す
ぐ
わ
か
る

エ
：
お
ら
い
の
父
さ
ん　

練
習
き
ら
い　

家
で
は
全
然　

う
た
わ
な
い

ム
：
そ
れ
は
困
っ
た　

父
さ
ん　

ほ
か
さ
行
っ
て　

教
え
て
る

エ
：
聞
い
て
覚
え
た　

荷
方
の
節
よ　

私
の
先
生
は　

み
な
さ
ま
で
す

ム
：
そ
う
だ
み
な
さ
ん
の　

お
か
げ
よ　

そ
れ
で
も
布
団
の　

中
で
聞
い
て

よ
24
時
38
分　

二
回
戦
終
了
・
審
査

１
時
１
分　

一
般
の
部
・
三
回
戦

【
１
組
目
】
伊
藤
葵
氏
（
イ
）
／
中
川
原
信
一
氏
（
ナ
）

イ
：
こ
こ
に
来
る
前　

あ
な
た
を
み
て　

練
習
し
た
よ　

掛
唄
動
画
で
有
名

人
だ

ナ
：
そ
れ
は
嬉
し
い　

話
だ
け
れ
ど　

い
く
ら
か
役
立
っ
た　

嬉
し
い
な

イ
：
最
高
の
手
本
だ
よ　

あ
な
た
の
唄
声
は　

憧
れ
る
な　

歌
詞
も
す
て
き

ナ
：
共
に
二
人
は　

地
元
の
仲
間　

今
後
活
躍　

祈
っ
て
る
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イ
：
う
た
い
継
ぎ
た
い　

こ
の
伝
統
を　

ま
た
来
年
も　

来
た
い
よ
秋
田
で

ナ
：
力
強
い
よ　

あ
な
た
の
言
葉　

共
に
励
ま
し　

続
け
ま
し
ょ
う

【
２
組
目
】
中
川
原
恵
美
子
氏
（
エ
）
／
妻
野
敏
夫
氏
（
ツ
）

エ
：
自
然
災
害　

怖
い
の
一
言　

復
興
進
ま
ず　

暴
走
し

ツ
：
台
風
災
害
で　

停
電
続
き　

あ
な
た
の
実
家
は　

大
丈
夫

エ
：
南
房
総　

お
ら
が
の
ふ
る
さ
と　

昨
日
電
話
が　

通
じ
た
よ

ツ
：
停
電
長
引
き　

住
民
泣
く
よ　

早
く
電
気
を　

つ
け
て
く
れ

エ
：
暮
ら
し
普
通
の　

あ
り
が
た
気
持
ち　

つ
く
づ
く
あ
り
が
と
う　

言
っ

て
ま
す

ツ
：
普
段
わ
か
ら
ぬ　

電
気
や
水
道　

い
か
に
大
事
か　

わ
か
り
ま
す

【
３
組
目
】
高
柳
理
乃
氏
（
タ
）
／
後
藤
弘
氏
（
ゴ
）

タ
：
今
は
一
時
よ　

と
て
も
眠
い　

途
中
意
識
が　

飛
び
か
け
る

ゴ
：
眠
気
さ
ま
そ
う　

あ
な
た
と
共
に　

掛
け
合
い
す
れ
ば　

眠
気
は
し
な

い

タ
：
唄
を
う
た
っ
た
ら　

少
し
さ
め
た　

掛
唄
と
て
も　

楽
し
い
ね

ゴ
：
掛
唄
楽
し
く　

う
た
っ
て
ゆ
け
ば　

伝
統
掛
唄　

な
お
好
き
に
な
る

タ
：
作
っ
た
歌
詞
で
は　

味
わ
え
な
い
楽
し
さ　

即
興
掛
唄　

魅
力
的

ゴ
：
好
き
に
な
っ
て　

来
年
も
掛
け
よ
う　

あ
な
た
を
こ
こ
で　

お
待
ち
し

て
い
る

【
４
組
目
】
伊
野
義
博
氏
（
イ
）
／
村
田
定
夫
氏
（
ム
）

イ
：
虫
が
い
っ
ぱ
い　

コ
ッ
プ
の
中
に
も　

飲
ん
で
し
ま
っ
た　

ど
う
し
よ

う

ム
：
の
ど
が
乾
い
て　

コ
ッ
プ
の
虫
に　

伊
野
先
生
よ　

生
徒
に
も
つ
い
て

い
る

イ
：
オ
レ
の
生
徒
は　

女
性
ば
か
り　

虫
を
は
ら
う
の
に　

追
わ
れ
て
い
る

ム
：
ト
イ
レ
に
行
っ
て
も　

虫
に
触
れ
ぬ　

世
の
中
の
男
に　

だ
ま
さ
れ
ぬ

よ
う

イ
：
虫
も
食
わ
ぬ
よ
う
な　

顔
を
し
て
る
が　

案
外
あ
の
子
ら
は　

喰
わ
せ

者
よ

ム
：
オ
レ
の
見
方
は　

先
生
と
違
う　

悪
い
虫
に
は　

気
を
付
け
て

１
時
40
分　

三
回
戦
終
了
・
審
査

１
時
58
分　

一
般
の
部
・
四
回
戦

【
１
組
目
】
中
川
原
信
一
氏
（
ナ
）
／
妻
野
敏
夫
氏
（
ツ
）

ナ
：
あ
く
び
出
て
来
る　

文
句
は
出
な
い　

つ
ら
い
も
の
だ
よ　

掛
唄
は

ツ
：
兄
貴
の
背
中
を　

目
標
に
し
て　

追
い
つ
け
追
い
越
せ　

三
十
年

ナ
：
そ
う
だ
そ
の
意
気
だ　

オ
レ
だ
っ
て
負
け
ぬ　

声
を
は
り
あ
げ　

う
た

い
ま
す

ツ
：
節
は
荷
方
だ　

そ
の
歌
詞
即
興
だ　

声
を
は
り
あ
げ　

う
た
お
う
ぜ
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ナ
：
知
恵
を
出
し
て　

歌
詞
を
ば
作
る　

こ
れ
が
掛
唄　

醍
醐
味
だ

ツ
：
掛
け
の
魅
力
は　

即
興
に
あ
る
と　

兄
貴
が
教
え
て　

く
れ
ま
し
た

【
２
組
目
】
後
藤
弘
氏
（
ゴ
）
／
村
田
定
夫
氏
（
ム
）

ゴ
：
小
泉
結
婚　

来
年
大
事　

大
臣
な
っ
て　

日
本
を
よ
く
す
る

ム
：
お
や
じ
似
て
い
る　

純
一
郎　

生
意
気
な
し
ぐ
さ
は　

好
き
で
は
な
い

ゴ
：
口
で
走
っ
て　

国
民
わ
か
る　

小
泉
大
臣　

日
本
の
た
め
と

ム
：
言
葉
ず
ら
し
て　

育
児
休
暇　

取
る
か
取
ら
ぬ
か　

は
っ
き
り
せ
よ

ゴ
：
国
民
に
わ
か
る
よ
う　

言
葉
の
と
お
り　

福
島
の
災
害
地
に　

次
の
日

出
向
き

ム
：
お
や
じ
ま
さ
り
と　

親
バ
カ
お
や
じ　

私
は
何
と
も　

好
き
で
は
な
い

2
時
17
分　

四
回
戦
終
了
・
審
査

2
時
38
分　

一
般
の
部
・
五
回
戦
（
お
題
有
り
）

こ
の
回
は
会
場
か
ら
テ
ー
マ
を
募
集
し
、
審
査
員
が
各
組
の
お
題
を
決
定
す

る
と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
た
。
加
藤
義
男
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
、
お
題
を

設
定
さ
れ
た
方
が
掛
け
合
い
の
難
度
は
高
く
な
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
大
会
で
は
後
半
戦
で
お
題
を
決
め
て
対
決
さ
せ
る
場
合
が
多
い
。

【
１
組
目
】
後
藤
弘
氏
（
ゴ
）
／
妻
野
敏
夫
氏
（
ツ
）

☆
お
題
「
秋
」

ゴ
：
秋
は
食
欲　

み
な
さ
ん
言
う
が　

わ
た
し
ゃ
マ
ツ
タ
ケ　

大
好
き
で
す

ツ
：
高
い
マ
ツ
タ
ケ　

と
ん
で
も
な
い
よ　

わ
た
し
ゃ
シ
イ
タ
ケ　

大
好
き

だ

ゴ
：
シ
イ
タ
ケ
い
つ
で
も　

食
べ
ら
れ
ま
す
が　

秋
は
マ
ツ
タ
ケ　

季
節
に

合
い
ま
す

ツ
：
輸
入
の
マ
ツ
タ
ケ　

う
ま
く
は
な
い
よ　

国
産
シ
イ
タ
ケ　

最
高
だ

ゴ
：
秋
田
で
一
番
の　

マ
ツ
タ
ケ
雄
物
川　

そ
れ
を
食
べ
た
ら　

外
国
は
食

べ
れ
ぬ

ツ
：
秋
の
食
卓　

シ
イ
タ
ケ
三
昧　

焼
い
た
シ
イ
タ
ケ　

最
高
だ

ゴ
：
マ
ツ
タ
ケ
の
吸
い
物　

飲
ん
だ
ら
や
止
め
れ
ぬ　

そ
れ
に
熱
燗
は　

マ

ツ
タ
ケ
に
合
っ
て
る

ツ
：
薄
い
マ
ツ
タ
ケ　

ち
ょ
っ
ぴ
り
入
る　

吸
い
物
な
ん
か
は　

い
ら
な
い

よ

【
２
組
目
】
中
川
原
信
一
氏
（
ナ
）
／
村
田
定
夫
氏
（
ム
）

☆
お
題
「
夜
這
い
」

ナ
：
古
希
を
過
ぎ
た
る　

年
寄
り
オ
レ
だ　

夜
這
い
な
ん
か
は　

忘
れ
た
よ

ム
：
年
じ
ゃ
な
い
よ　

男
と
女
の　

二
人
会
え
ば　

い
け
る
よ

ナ
：
気
持
ち
元
気
で　

向
か
っ
て
み
て
も　

役
に
立
た
な
い　

夜
這
い
で
す

ム
：
ど
き
ど
き　

は
ら
は
ら　

そ
こ
が
お
も
し
ろ
い　

男
と
女
が　

結
ば
れ

る
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ナ
：
年
寄
り
無
理
し
て　

夜
這
い
を
し
て
も　

体
壊
し
て　

死
ぬ
だ
け
よ

ム
：
待
っ
て
い
る
人　

夜
這
い
で
い
く
よ　

だ
ん
な
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う

部
屋
に
入
る

ナ
：
そ
ん
な
危
な
い　

夜
這
い
は
イ
ヤ
だ　

オ
レ
は
こ
っ
そ
り　

か
か
ぁ
に

行
く

ム
：
暗
い
夜
に　

隣
の
か
か
ぁ
に　

こ
っ
そ
り
入
っ
て　

仲
良
く
す
る

３
時
３
分　

五
回
戦
終
了
・
審
査

３
時
13
分　

一
般
の
部
・
六
回
戦　

本
大
会
の
最
終
回
。
最
終
回
を
一
組
だ
け
の
決
勝
戦
と
し
て
行
っ
て
い
た
時

も
あ
っ
た
が
、
今
回
の
大
会
で
は
三
回
戦
に
勝
ち
残
っ
た
四
名
で
四
・
五
・
六

回
戦
の
対
決
を
総
当
た
り
戦
と
し
て
行
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
方
式
は
、
参

加
者
の
減
少
に
伴
う
ベ
テ
ラ
ン
の
歌
い
手
の
減
少
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い

る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

【
１
組
目
】
妻
野
敏
夫
氏
（
ツ
）
／
村
田
定
夫
氏
（
ム
）

ツ
：
日
韓
問
題　

出
口
が
見
え
ぬ　

ど
う
す
り
ゃ
解
決　

す
る
の
か
な

ム
：
も
と
も
と
合
わ
な
い　

ず
る
い
韓
国　

小
さ
な
国
で　

生
意
気
だ

ツ
：
互
い
を
思
う　

気
持
ち
が
あ
れ
ば　

解
決
す
る
の
じ
ゃ　

な
い
だ
ろ
か

ム
：
日
本
を
あ
て
に
し
て　

金
取
る
こ
と
だ
け
だ　

韓
国
や
め
た　

方
が
よ
い

ツ
：
け
ん
か
す
る
の
は　

簡
単
だ
け
ど　

そ
れ
で
は
解
決　

な
り
ま
せ
ん

ム
：
内
輪
も
め
も　

韓
国
よ　

ジ
ャ
パ
ン
は
早
く　

捨
て
る
べ
き　
　

ツ
：
や
は
り
互
い
を　

思
っ
て
話
す　

そ
れ
が
解
決
の　

近
道
だ

ム
：
ジ
ャ
パ
ン
の
技
術　

み
ん
な
盗
ん
で　

日
本
を
あ
て
に　

し
て
る
だ
け

【
２
組
目
】
後
藤
弘
氏
（
ゴ
）
／
中
川
原
信
一
氏
（
ナ
）

ゴ
：
来
月
増
税　

八
か
ら
十
へ
と　

年
金
生
活
は　

ま
ま
に
は
な
ら
ぬ

ナ
：
だ
れ
も
や
だ
よ　

増
税
だ
け
ど　

こ
れ
も
国
民
の　

義
務
で
す
よ

ゴ
：
国
民
を
思
っ
て
の　

安
倍
総
理
□　

社
会
保
障
と　

暮
ら
し
が
よ
く
な

る
か

ナ
：
義
務
を
果
た
し
て　

日
本
を
守
る　

そ
れ
が
み
ん
な
の　

務
め
な
る

ゴ
：
金
持
ち
の
国
民
は　

税
金
あ
が
っ
て
も　

わ
れ
み
た
い
な　

生
活
苦
し

い
ね

ナ
：
そ
れ
は
誰
で
も　

同
じ
こ
と
だ　

納
め
た
税
金　

宝
で
す

ゴ
：
わ
れ
の
生
活　

晩
酌
の
□　

一
杯
で
や
め
る
の
か
い　

酒
税
は
ダ
メ
だ

ナ
：
家
族
み
ん
な
で　

協
力
し
あ
い　

う
ま
い
晩
酌　

飲
み
ま
し
ょ
う
よ

※
□
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
箇
所
。

３
時
35
分　

六
回
戦
終
了
・
審
査
・
表
彰
式
準
備

※
優
勝
審
査
は
神
社
の
本
殿
内
で
行
わ
れ
る
。（
５
時
終
了
）

５
時
７
分　

一
般
の
部　

表
彰
式

優
勝　
　

妻
野
敏
夫
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優
秀
賞　

中
川
原
信
一
・
村
田
定
夫

優
良
賞　

後
藤
弘
・
伊
野
義
博

奨
励
賞　

中
川
原
恵
美
子
・
梶
丸
岳
・
伊
藤
葵

努
力
賞　

木
村
テ
ル
子

新
人
最
優
秀
賞　

高
柳
理
乃

新
人
優
秀
賞　
　

風
間
さ
く
ら
・
小
林
優
香

※
敬
称
略

５
時
30
分　

調
査
終
了

審
査
員　

金
澤
八
幡
宮
奉
納
伝
統
掛
唄
保
存
会
会
長　

佐
藤
正
晴
氏

ほ
か
会
員
５
名

参
加
者
：
ジ
ュ
ニ
ア　

７
名　

Ｎ
大
学　

９
名

一
般
と
大
学
関
係
者　

12
名
（
う
ち
新
人
３
名
）

六　

ま
と
め

本
論
は
、奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
の
一
般
展
示
室
の「
日
本
と
ア
ジ
ア
の
歌
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
し
て
い
る
秋
田
県
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
に
つ
い
て
、
現
在

の
掛
唄
大
会
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
仙
北
荷
方
節
」
の
基
本
的
な
理
解
を
確
認

し
、
金
澤
八
幡
宮
の
掛
唄
の
起
源
と
さ
れ
る
「
夜
籠
も
り
」
の
習
俗
に
関
す
る

情
報
を
収
集
し
、「
夜
籠
も
り
」
の
習
俗
と
神
事
、
そ
し
て
掛
唄
と
の
関
係
を

考
察
し
た
。
掛
唄
が
神
事
や
祭
礼
の
日
に
う
た
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
と
、「
仙
北
荷
方
節
」
が
本
来
的
に
祝
歌
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る

こ
と
は
、
必
ず
し
も
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
祝
歌
と
神
事
と
の
結

び
つ
き
は
、
現
在
で
は
宵
宮
祭
に
お
け
る
奉
納
唄
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
奉

納
唄
は
掛
唄
で
は
な
い
が
、
八
幡
宮
の
祭
礼
へ
の
祝
言
や
、
改
元
の
あ
っ
た
今

年
に
お
い
て
は
、
新
し
い
時
代
を
祝
福
す
る
め
で
た
い
内
容
を
持
つ
こ
と
に
お

い
て
、
祝
歌
と
し
て
の
荷
方
節
と
神
事
と
の
関
係
性
は
今
な
お
保
存
さ
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
若
い
娘
の
良
縁
祈
願
と
し
て
の
「
夜
籠
も
り
」
の

習
俗
が
人
び
と
に
掛
唄
の
場
を
提
供
す
る
機
会
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
現
在
は
伝

統
奉
納
掛
唄
大
会
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ベ
テ
ラ
ン
の
参
加

者
た
ち
の
中
に
は
、
普
段
は
ま
っ
た
く
荷
方
節
を
う
た
う
機
会
は
な
く
、
こ
の

大
会
で
し
か
う
た
わ
な
い
と
い
う
方
も
い
る
。
こ
こ
に
は
、
歌
は
非
日
常
の
場

に
お
い
て
う
た
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
ま

し
て
他
者
と
即
興
で
歌
を
掛
け
合
う
掛
唄
は
、
そ
の
よ
う
な
場
の
設
定
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
論
の
後
半
で
は
、
今
年
度
の
伝
統
奉
納
掛

唄
大
会
の
調
査
記
録
を
報
告
し
、
歌
詞
の
分
析
に
よ
る
掛
け
合
い
の
技
に
も
若

干
の
言
及
を
試
み
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
歌
詞
分
析
な
ど
を
と
お
し
、
人
間

が
〈
歌
を
掛
け
合
う
〉
と
い
う
文
化
を
い
か
に
し
て
獲
得
し
て
き
た
の
か
、
さ

ら
に
調
査
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。
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注
（
１
）
大
谷
歩
「
秋
田
県
金
澤
八
幡
宮
「
掛
唄
」
の
民
俗
行
事
と
そ
の
文
化
的
意
義
―

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
・
一
般
展
示
室
「
日
本
と
ア
ジ
ア
の
歌
」
に
お
け
る
基

礎
調
査
―
」（『
万
葉
古
代
学
研
究
年
報
』
第
十
七
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。

（
2
）
金
澤
八
幡
宮
は
一
時
県
社
と
し
て
「
金
澤
八
幡
神
社
」
と
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ

た
が
、
本
論
で
は
現
行
の
「
金
澤
八
幡
宮
」
に
統
一
す
る
。

（
3
）
菅
江
真
澄
『
月
出
羽
道
』
仙
北
郡
・
巻
十
九
（『
秋
田
叢
書
』
第
十
巻
、一
九
三
三
年
、

秋
田
叢
書
刊
行
会
）。

（
4
）
菅
江
真
澄
『
月
出
羽
道
』　

注
３
に
同
じ
。

（
5
）
秋
田
県
教
員
委
員
会 

編
『
秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
九
二
集　

秋
田
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財　

金
沢
八
幡
宮
掛
け
歌
行
事
―
文
化
財
収
録
作
成
調
査

報
告
書
―
』（
一
九
九
九
年
）。

（
6
）
加
藤
義
男 

編
『
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄　

秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
15
周

年
記
念
誌
』
は
「
夜
籠
も
り
す
る
娘
さ
ん
の
付
き
添
い
が
、
お
国
自
慢
の
唄
い

合
い
か
ら
段
々
に
八
幡
節
・
金
沢
節
を
経
て
掛
け
合
い
の
節
は
大
正
の
終
わ
り

（
一
九
二
〇
）
こ
ろ
「
仙
北
荷
方
節
」
と
決
ま
る
（
現
在
の
形
）」（
二
〇
〇
七
年

四
月
）
と
あ
り
、
宮
崎
隆
氏
は
「『
掛
唄
』
が
明
治
に
な
っ
て
か
ら
仙
北
の
各
地

に
流
行
し
、
か
つ
昭
和
期
に
な
っ
て
、
現
行
の
『
掛
唄
』
が
成
立
し
た
と
概
観

し
て
い
る
」（「『
掛
唄
』
の
現
代
―
秋
田
県
仙
北
郡
の
う
た
が
け
考
―
」『
日
本

歌
謡
研
究
』
三
十
号
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
7
）『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』「
月
の
出
羽
路
」［
秋
田
県
の
文
献
解
題
］（
平
凡
社
）。

（
8
）
菅
江
真
澄
『
小
野
の
ふ
る
さ
と
』
の
天
明
五
年
四
月
十
日
の
野
遊
び
の
記
述
を

引
用
す
る
（
引
用
は
『
秋
田
叢
書
』
別
集
第
四
、
一
九
三
二
年
に
よ
る
）。

や
の
あ
る
し
、
花
見
に
ま
か
ら
ん
、
山
ふ
み
に
行
な
ん
や
と
い
さ
な
は
れ
て
、

大
な
る
桜
の
盛
は
け
ふ
過
て
ん
と
見
へ
て
、
な
か
は
は
散
た
る
を
あ
ふ
き

て
過
行
に
、（
中
略
）
か
く
て
神
の
お
は
し
ま
す
玉
垣
に
入
は
、
う
ち
と

の
み
や
し
ろ
を
き
よ
ら
か
に
作
り
奉
り
た
る
に
、
ぬ
さ
た
い
ま
つ
り
て
け

り
。
こ
な
た
の
舞
と
の
に
男
集
り
て
、
つ
ゝ
み
う
ち
、
三
の
を
こ
ゝ
ら
は

ち
き
て
あ
そ
ふ
中
に
見
し
り
た
る
男
、
手
し
て
ま
ね
き
た
る
に
入
は
酒
す
ゝ

め
、
さ
か
な
は
、
く
き
〔
川
い
を
の
名
也
〕
ま
す
の
い
を
、
み
な
楢
の
わ

か
葉
に
盛
わ
か
ち
て
、
や
に
ゐ
た
ら
ん
よ
り
は
、
た
の
し
さ
い
か
ゝ
あ
ら

ん
、
こ
れ
こ
し
め
せ

く
と
持
出
た
る
男
や
か
て
ゑ
ひ
て
、
ひ
さ
お
し
た
て
、

つ
ら
お
し
ぬ
く
ひ
戯
を
せ
り
。
野
遊
に
や
あ
ら
ん
（
中
略
）
老
た
る
女
手

を
う
ち
出
た
る
に
、
こ
ゝ
ら
の
人
ゑ
ひ
し
れ
て
う
た
ふ
に
あ
は
せ
て
、
い

と
わ
か
き
女
顔
そ
む
け
て
、「
蛙
な
く
野
中
の
し
み
つ
」
と
う
た
ひ
出
れ
は
、

男
女
は
な
声
に
う
た
ひ
つ
き
、
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
ほ
う
し
と
り
、
つ
ゝ
み
な

ら
す
に
、
と
し
は
八
十
七
十
に
や
な
ら
ん
女
の
、
み
つ
わ
さ
し
た
る
腰
を

の
は
し
、
雪
を
か
さ
し
た
る
か
う
へ
を
ふ
り
、
ふ
る
ひ
た
る
声
に
し
は
ぶ

き

く
手
を
叩
て
舞
ふ
に
（
下
略
）

（
9
）
菅
江
真
澄
『
月
出
羽
道
』　

注
３
に
同
じ
。

（
10
）
伊
藤
金
之
助
「
金
沢
八
幡
宮
奉
納
伝
統
掛
唄
大
会
」『
横
手
郷
土
史
資
料
』
第
六

十
八
号
（
一
九
九
四
年
四
月
）。

（
11
）
臼
田
甚
五
郎
「
山
田
白
滝
」『
天
人
女
房
そ
の
他　

昔
話
叙
説
Ⅲ
』（
一
九
七
三
年
、

桜
楓
社
）。

（
12
）
北
嶋
泰
治「
金
澤
山
八
幡
神
社
掛
唄
に
つ
い
て
」（『
横
手
郷
土
史
資
料
』五
十
一
号
、

一
九
七
七
年
六
月
）。

（
13
）
福
田
久
四
郎
「
金
沢
の
八
幡
様
の
掛
唄
由
来
記
」『
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
秋
田

県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
15
周
年
記
念
誌
』（
加
藤
義
男
編
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）

所
収
。
こ
の
文
献
は
、『
羽
後
公
論
』
七
月
号
（
一
九
六
四
年
）
に
よ
り
転
載
し

た
と
あ
る
。

（
14
）
秋
田
県
教
員
委
員
会
報
告
書　

注
５
に
同
じ
。
以
下
、「
秋
田
県
教
育
委
員
会
」

の
報
告
は
、
す
べ
て
本
書
か
ら
の
引
用
に
よ
る
。
引
用
末
部
に
頁
数
を
付
す
。

（
15
）「
奥
羽
地
方
の
松
坂
と
に
か
た
節　
（
附
）
な
か
を
く
に
と
祭
文
松
坂　

謙
良
節

と
検
校
節
」（
日
本
放
送
協
会 

編
『
日
本
民
謡
大
観　

東
北
篇
』
一
九
五
二
年
、
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日
本
放
送
出
版
協
会
）。

（
16
）『
秋
田
県
史
』
第
十
巻
「
年
中
行
事
・
民
俗
芸
能
」（『
秋
田
県
史 

民
俗
工
芸
編
』

一
九
六
二
年
）。

（
17
）
佐
藤
長
太
郎
「
民
謡
概
説
」（『
日
本
民
謡
全
集
二　

北
海
道
・
東
北
編
』
一
九

七
五
年
、
雄
山
閣
）。

（
18
）
日
本
放
送
協
会 
編
『
復
刻　

日
本
民
謡
大
観　

東
北
篇
』
現
地
録
音
・
Ｃ
Ｄ
解

説
（
一
九
九
二
年　

日
本
放
送
出
版
協
会
）。

（
19
）『
復
刻　

日
本
民
謡
大
観　

東
北
篇
』　

注
18
に
同
じ
。

（
20
）
辻
純
一
「
民
俗
行
事　

荷
方
節
か
け
あ
い
合
戦　

熊
の
宮　

か
け
唄
」（『
北
方

風
土
』
一
号
、
一
九
八
〇
年
七
月
）。

（
21
）
菅
江
真
澄
『
月
出
羽
道
』　

注
３
に
同
じ
。

（
22
）
赤
松
啓
介
『
夜
這
い
の
民
俗
学
』（
一
九
九
四
年
、
明
石
書
店
）。

（
23
）『
精
選　

日
本
民
俗
辞
典
』「
十
三
参
り
」
の
項
・
佐
野
賢
治
担
当
（
二
〇
〇
六
年
、

吉
川
弘
文
館
）。

（
24
）
宮
崎
隆
「『
掛
唄
』
の
現
代
―
秋
田
県
仙
北
郡
の
う
た
が
け
考
―
」（『
日
本
歌
謡

研
究
』
三
十
号
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
）。

（
25
）
齋
藤
壽
胤
「
羽
後
の
う
た
掛
け
」『
講
座
日
本
の
伝
承
文
学
第
七
巻　

在
地
伝
承

の
世
界
【
東
日
本
】』（
一
九
九
九
年
、
三
弥
井
書
店
）。

（
26
）
齋
藤
論　

注
25
に
同
じ
。

（
27
）
宮
崎
隆 

編
「
宮
田
熟
穂
資
料　

昭
和
初
期
の
『
掛
唄
』
蒐
集
ノ
ー
ト
」（
一
九
九

九
年
）。

（
28
）
藤
田
秀
司
「
金
沢
八
幡
神
社
の
掛
け
唄
」
の
末
尾
・
編
集
部
の
記
事
（
秋
田
県

文
化
財
保
護
協
会 

編
『
出
羽
路
』
一
一
四
号
、
一
九
九
五
年
八
月
）。

（
29
）
日
本
放
送
協
会 

編
『
日
本
民
謡
大
観　

東
北
編
』（
一
九
五
二
年
、
日
本
放
送
出

版
協
会
）。

（
30
）『
復
刻　

日
本
民
謡
大
観　

東
北
篇
』　

注
18
に
同
じ
。

（
31
）
加
藤
義
男 

編
『
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
15
周
年

記
念
誌
』（
二
〇
〇
七
年
四
月
）。

（
32
）
藤
田
論　

注
28
に
同
じ
。

（
33
）『
15
周
年
記
念
誌
』　

注
31
に
同
じ
。

〔
付
記
〕
本
論
を
著
す
に
あ
た
り
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ま
た
貴
重
な
資
料
を

ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
、
金
澤
八
幡
宮
伝
統
掛
唄
保
存
会
顧
問
の
加
藤
義
男

様
、
熊
野
神
社
の
熊
谷
暁
様
・
熊
谷
真
利
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


